
主 な 施 策

新産業の創出

12.1億円

・ＩＲ（統合型リゾート）の誘致 69,063（77,877）P45
・民間ロケット発射場周辺地域活性化 75,944（2,624）P46
・わかやまスタートアップ創出【再掲】 2,628（3,265）

人材の育成

93.3億円

・ICTを活用した学びの充実【再掲】 158,181（89,110）
・不登校等総合対策 454,973（437,943）
・きのくに学力向上総合戦略 28,138（30,061）
・ふるさと教育・道徳教育の推進 7,574（9,004）
・学校での依存症予防教育 2,135（8,773）
・読書を楽しむ習慣づくり 4,461（-）P47
・きのくにコミュニティスクール推進 14,367（18,174）
・国文祭・障文祭・総文祭、和歌山県誕生150年記念 13.1億円（3.3億円）P48
・スポーツの振興 386,029（403,794）P49

未来を創る基盤の整備

480.6億円

・道路ネットワークの整備 311.3億円〔②補正47.0億円〕（433.3億円）P50
万博を見据えた高速道路ネットワーク等の早期整備
県内外の一体的発展に寄与する幹線道路の整備推進
都市内道路及び基本的生活に不可欠な道路の整備推進
構想路線の具体化
緊急輸送道路等の通行確保
橋梁等の老朽化対策

2 和歌山の未来を創る 586億円
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●成長するためのエンジンとなる新しい産業を起こすため、 IR誘致や宇宙関連産業の誘致・集積を強力に
推進し、新しい芽を生み出し、和歌山の未来を切り拓く
●次の時代を担う人材を育成するため、学力の向上や不登校対策等に堅実に取り組んでいく
●将来のチャンスを保障する道路ネットワークの整備など県の発展に必要となる基盤整備を推進する

「防災・減災、国土強靱化」対策として
２月補正予算：+111億円

＜新しい世界への対応と挑戦＞

◇新規・拡充 ・金額単位のないものは千円単位
◇継続 ・ ・（ ）内は昨年度当初予算額
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IR（統合型リゾート）の誘致
企画部 IR推進室［2334］

令和３年度：69,063千円
（77,877千円）

【IR開業までの流れ（想定）】

■事業者選定実施

国 県

■区域認定（最大3ヶ所）

■IR開業
2026

2021

2022

■区域整備計画の作成
（選定した事業者と共同して作成）
・和歌山市・県公安委員会との協議

・公聴会等の開催

■国への区域認定申請
・和歌山市の同意

・県議会の議決

★日本で最初のIR開業をめざす
大きな経済波及効果や雇用創出効果が見込まれるIRについて、コロナ収束後の県経済復興のための
エンジンとなるよう、社会的リスクを排除しつつ全力で誘致を推進

IRについて正確な情報を提供し、県民の理解を深めるため、
様々な取組を実施

●シンポジウム及び各種説明会、出前講座等の開催

●広報啓発冊子やPR動画の作成

広報・啓発活動

和歌山の未来を創る

ＩＲ予定区域(23.61ha）
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民間ロケット発射場周辺地域活性化

商工観光労働部 産業技術政策課［2373］
教育庁 義務教育課 ［3661］

県立学校教育課［3705］

令和３年度：75,944千円
（2,624千円）

現状・課題
●令和３年度、日本初の民間ロケット発射場「スペースポート紀伊」が串本町に完成し、ロケット初号機が打上げ予定
●ロケット打上げにより、大きな経済波及効果が見込まれる一方、多数の見学者来訪による交通渋滞への対策が課題
●中長期的に期待されている宇宙産業集積に向けた気運醸成や人材育成に向けた取組も必要

ロケット打上げ応援イベント

ロケット打上げイメージ（提供：スペースワン社）

●公式見学場の設置＜有料、事前予約制＞
・パブリックビューイングを設置し、発射の瞬間（※）を中継。臨場感のある見学が
可能なプレミア感のある見学場を整備
・会場から離れた臨時駐車場からのパークアンドライド等で、交通量を抑制
・打上げ当日には、発射場や見学場付近で交通規制を行うことで交通渋滞を回避

地域に溶け込んだ新たな観光コンテンツを創出

※串本町、那智勝浦町と協働

※発射場は四方を山に囲まれており、発射の瞬間は目視できない

見学来訪者の周遊観光により観光消費拡大
宇宙シンポジウム等

●衛星産業やロケット産業などの宇宙産業集積化に向けた気運を醸成
●宇宙科学への興味誘発および理解深化
●常設展示施設など関連環境整備

県内小・中・高校生の科学力向上

●打上げイベントや宇宙
シンポジウムなどを通じ
て、学習意欲を高め、
将来の宇宙科学人材
を育成

和歌山の未来を創る

新規
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読書を楽しむ習慣づくり
教育庁 生涯学習課 ［3720］

県立学校教育課［3681］
義務教育課 ［3661］

令和３年度：4,461千円
現状・課題
●中学３年生において、普段、読書を全くしない生徒の割合が全国平均より高いので、読書習慣を身に付ける取組が必要
●中学生だけでなく、全ての子供達が、生涯にわたって読書に親しむ環境をつくるためには、地域等も取組が必要

学校での取組

児童生徒が読書履歴を記録

＜1人１台端末＞

読書手帳の活用

自発的な読書習慣への動機づけ
※＜小学校＞読書量が多い学校を表彰

小・中学校

全校で「朝の読書」を実施
高 校

「一斉読書」の推進

読書に親しむ取組を推進
特別支援学校

読書機会の創出

読書文化を醸成

県立高校
図書館の
利用開放

地域での取組

新規

和歌山の未来を創る

○コミュニティ・スクールの読書活動推進
・学校図書館の本の展示やディスプレイの模様替え、
図書の貸出しの手伝いなど、子供達の利用を促進
する活動などを推進

○読み聞かせボランティアの養成
・公民館等に養成講座を開設

○リサイクル図書寄贈ボランティア活動
・県内の学校等に読み終えた図書を寄贈していただく
ボランティア活動を推進

○競技形式のビブリオバトルや
手づくり紙芝居コンクールの開催
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国文祭・障文祭・総文祭、和歌山県誕生150年記念

企画部 総務企画課・事業推進課[2417］
環境生活部 県民生活課[2598]
教育庁 全国高総文祭推進室［2702］

令和３年度：13.1億円
（3.3億円）

明治4年（1871年）11月22日
に、和歌山・田辺・新宮の紀州
3県の統合により現在の和歌山県
が誕生し、150年の節目となること
から、これまでの歴史を振り返るとと
もに、未来について考えることで、
県民の郷土愛をより一層醸成

紀の国わかやま文化祭2021  開催

文化芸術活動の発表・共演・交流
などを行う国内最大の文化の祭典
・開催期間：
10月30日(土)～11月21日(日)

（第36回国民文化祭・わかやま2021、
第21回全国障害者芸術・文化祭わかやま大会）

紀の国わかやま文化祭2021

～和歌山県が芸術・文化一色に～

県内全域で130を
超える文化イベント
を開催！

紀の国わかやま総文2021   開催

「文化部のインターハイ」と呼ばれる
高校生最大の文化の祭典
・開催期間：
7月31日（土）～８月６日（金）

紀の国わかやま総文2021 

（第45回全国高等学校総合文化祭
和歌山大会）

開会行事（総合
開会式・パレード）
と22部門の大会を
開催！

～和歌山の魅力が伝わる大会に～
高校生が主体となり大会を企画・運営！

和歌山県誕生150年記念

和歌山の未来を創る

・記念式典
開催日：9月25日（土）
場 所 ：和歌山県民文化会館
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スポーツの振興
教育庁 スポーツ課［3690］

令和３年度：386,029千円
（403,794千円）

世界や日本トップレベルで活躍できるアスリートの育成

① 未来のトップアスリートを育成する「ゴールデンキッズ発掘事業」
などの取組による競技力向上

② 部活動とともに、ジュニア・少年・成年の一貫指導体制を計画的
・戦略的に強化する取組を支援

③ 最新の研究に基づいた「スポーツ医・科学サポート事業」により、
アスリートを総合的に支援

④ コロナ禍でも実施が可能となる、オンラインを活用した
バーチャル競技会を開催

① 気軽に参加できるリレーマラソンやマスターズスポーツ体験会
を開催

② 本県施設の優位性を活かした
国内外チーム等のキャンプを誘致

③ プロスポーツ公式戦やアスリート派遣により、
トップレベルのスポーツに触れる機会を創出

スポーツに親しむ、楽しむ、ささえる機会を充実

パンダＲＵＮ

◆聖火リレーの実施
・オリンピック：2021年4月9日、10日

（県内14市町）
/・パラリンピック：調整中（田辺市）

◆代表チーム事前キャンプの実施
カナダ（競泳）、オーストラリア（陸上）など

（開催期間：2022年5月13日～29日）
概ね30歳以上なら誰でも参加できる
世界最大級のスポーツ祭

アジア地域で初開催
35競技 59種目
(和歌山県は
5競技7種目)

世界的大会の開催を契機とした気運醸成

「東京2020オリンピック・パラリンピック競技大会」

ワールドマスターズゲームズ2021関西

和歌山の未来を創る

＜2.5億円＞

＜0.4億円＞ ＜1.0億円＞
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道路ネットワークの整備

県土整備部 道路局［3116］

企業立地や産業振興、活力ある地域づくりなど将来のチャンスを保障するものとして、
また、大規模災害への備えとして、高速道路や県内幹線道路等の早期整備を推進

１ 地域をつなぐ道路網の整備
①万博を見据えた高速道路ネットワーク等の早期整備
▶すさみ串本道路、串本太地道路、新宮道路、新宮紀宝道路
▶有田IC～南紀田辺IC間の４車線化
▶国道42号冷水拡幅、有田海南道路 など

②県内外の一体的発展に寄与する幹線道路の整備推進
▶国道168号五條新宮道路（相賀高田工区、相須工区）
▶国道370号（美里２バイパス、美里4工区）
▶南港山東線（西浜3丁目～関戸1丁目）など

③都市内道路及び基本的生活に不可欠な道路の整備推進
▶紀伊停車場田井ノ瀬線（南田井ノ瀬橋）、松島本渡線 など

④構想路線の具体化
▶京奈和自動車道の第二阪和国道への延伸、（仮称）京奈和関空連絡道路

有田IC～南紀田辺IC間４車線化

２ 災害に備えた道路網の強靱化
①緊急輸送道路等の通行確保
▶地震・風水害等の災害時に備えた橋梁耐震化や法面強化

②橋梁等の老朽化対策
▶定期点検に基づく機能維持のための老朽化対策

上段：要修繕数
下段：県管理総数

【橋梁の老朽化対策】

御坊由良線 由良港橋（由良町）

～R2完了
R3修繕予定
R4～R8想定

鋼材の腐食 コンクリートの剥離

南港山東線（西浜3丁目～関戸1丁目）

至 白浜

至 和歌山

御坊IC

至 和歌山南SIC

和歌山の未来を創る

令和３年度 ：311.3億円
令和２年度補正： 47.0億円

（433.3億円）


